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　令和５年２月に開催されました第１５回代議員会におきまして、令和５年度の事業計画と
予算が可決承認されましたのでお知らせいたします。
　基金では、過去の実績や昨今の経済情勢をもとに推計される基礎データの動向を考慮し
事業計画・予算を編成しています。

◎事業運営に関する事項
（1）事業運営の重点事項

①年金資産運用の安全かつ効率化　　②事業所への加入勧奨による基金規模拡大
③年金相談業務の充実　　④企業年金基金制度の充実及び広報活動の推進　　
⑤個人情報保護管理の徹底

 （2）代議員会の開催　　　　年2回　　　（実施予定月：7月、2月）
 （3）理事会の開催　　　　　年2回　　　（実施予定月：7月、2月）
 （4）資産運用委員会の開催　年2回程度　（実施時期：年度初旬、年度中旬）
 （5）広報活動の実施

①広報誌「基金だより」を年2回（4月、9月）発行、加入事業所を通じ加入者全員に配布
②ホームページによる情報提供　　③母体の大阪府電気工事工業組合等との連携による加入勧奨
と制度周知　　④加入者への制度周知（基金のメリット・給付内容など）

 （6）事業継続計画（BCP）の策定について
 災害や感染等が発生しても基金の重要業務を中断させない、また中断したとしても可能な限り
短い時間で復旧させるために事業継続計画（BCP）を策定します。

 （7）予算編成基礎数値
 事業所数　201件　　　　　　　　　　
平均加入者数　3,013人　（男子 2,440人 ： 女子 573人）
平均給与月額　359,633円　（男子　382,602円 ： 女子　261,669円）
給付
　老齢給付　年金　　　660件　 58,715,100円
　老齢給付　一時金　　  41件　57,665,900円
　脱退一時金　　　　　  97件　42,251,300円
　遺族一時金　　　　　  33件　14,456,200円
令和5年度末　運用利回り　プラス3.4％
年金資産　2,836百万円

◎年金経理の予算について
予算額は過去の実績により算出した予算編成基礎数値や令和5年1月末の資産運用実績に基づき
作成されています。

◎業務経理の予算について
令和5年度も事務執行経費は極力節約に努めてまいります。
予算では、当年度剰余金1,298 千円、繰越剰余金51,405 千円を計上しています。

事業計画及び予算等のお知らせ事業計画及び予算等のお知らせ令和5年度令和5年度

令和5年度予算等の概要
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年金経理

業務経理・業務会計

予定損益計算書
（自：令和 5年 4月 1日　至：令和 6年 3月 31 日）� （単位：百万円）

費用勘定 収益勘定
科　目 予算額 科　目 予算額

給 付 費

移 換 金

運 用 報 酬 等

業 務 委 託 費 等

責任準備金増加額

運 用 損 失

当 年 度 剰 余 金

173

1

12

19

93

0

0

掛 金 等 収 入 207

運 用 収 益 91

責任準備金減少額 0

当 年 度 不 足 金 0

計 298 計 298

予定損益計算書
（自：令和 5年 4月 1日　至：令和 6年 3月 31 日）� （単位：千円）

費用勘定 収益勘定

科　目 予算額 科　目 予算額

事 務 費 29,172 事 務 費 掛 金 32,508

代 議 員 会 費 788 受取利息及び配当収入 1

業 務 委 託 費 等 660 当 年 度 不 足 金 0

雑 支 出 591 　

当 年 度 剰 余 金 1,298

計 32,509 計 32,509�������

予定貸借対照表
（令和 6年 3月 31 日現在）� （単位：百万円）

資産勘定 負債勘定
科　目 予算額 科　目 予算額

流 動 資 産
（現金・預貯金）
（ 未 収 掛 金 ）
固 定 資 産
（ 信 託 資 産 ）
（ 保 険 資 産 ）
繰 越 不 足 金

35
0
35

2,801
2,440
361
0

流 動 負 債 0

支 払 備 金 19

責 任 準 備 金 2,759

別 途 積 立 金 58

当 年 度 剰 余 金 0

当 年 度 不 足 金 0

計 2,836 計 2,836

予定貸借対照表
（令和 6年 3月 31 日現在）� （単位：千円）

資産勘定 負債勘定

科　目 予算額 科　目 予算額

流 動 資 産 56,867 流 動 負 債 4,164

固 定 資 産 423 基 本 金 423

繰 越 剰 余 金 51,405

当 年 度 剰 余 金 1,298

計 57,290 計 57,290

用語解説用語解説
●年金経理 貸借対照表●年金経理 損益計算書

費用勘定
給 付 費 当年度の年金・一時金の給付費総額

移 換 金 基金を脱退した人の脱退一時金相当額
を他の年金制度へ移した額

運 用 報 酬 等 年金資産の管理・運用を行う信託銀行な
どに支払う手数料や運用報酬

業 務 委 託 費
総幹事銀行に支払う年金等振込・記録管
理・掛金や給付の計算補助などの事務委
託費

責任準備金増加額 当年度増加する責任準備金の額と当年
度発生する剰余相当額の合計

資産勘定

流 動 資 産 運用機関に預ける前に一時的に銀行に
預けている掛金や未収掛金等

未 収 掛 金
掛金は翌月末に納付（3月分掛金は４月
末に納付）されるため、年度を超えて納
付される掛金は未収掛金となります

固 定 資 産 年金や一時金給付のために積立ててい
る年金資産の当年度末時価

負債勘定

流 動 負 債 未払運用報酬など年度中に支払う義務
が発生している未払金の額

支 払 備 金 支払が翌年度となる給付費や未払いと
なっている移換金など

責 任 準 備 金
給付に備えて現時点で保有すべき必要
額に将来のリスクに備えて積立てられ
た額を加えた額

別 途 積 立 金 前事業年度の決算までに蓄積された剰余金
の累計

収益勘定
掛 金 等 収 入 事業主が納める掛金総額

運 用 収 益 資産運用における当年度分の収益

事業計画及び予算等のお知らせ事業計画及び予算等のお知らせ
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西日本電気工事企業年金基金の制度内容

根拠法 確定給付企業年金法（平成 13 年 6 月 15 日法律第 50 号）

加入対象 希望事業所　厚生年金保険適用事業所は加入可

加
入
者

対　象 事業所に使用される厚生年金被保険者

範　囲
65 歳未満（一時金受給資格 3 年のため 62 歳を超えた人は新規加入できない）
なお、事業所単位で、労働条件が異なるなど合理的理由があれば、加入者に一定
の資格を設けることは可能

加入者期間 加入後の期間通算

給付の型 キャッシュバランス制度

予定利率 2.0%

キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
制
度

付与額 給与比例（標準報酬月額の 1.6％）

利息付与率 10 年国債応募者利回りの 1 年平均　但し、下限 1.5％　上限 3.5％

繰下げ利率 同上

年金給付利率 同上　但し、支給開始時に固定し、年金受給中は変動しない

仮想個人勘定残高 付与額に利息付与率による利息を付けた元利合計額のこと
個人毎に帳簿上管理し、一時金の支給額となる

一時金 加入期間 3 年以上で脱退又は死亡のとき、仮想個人勘定残高を支給

年　金

加入期間 10 年以上で脱退し年齢 60 歳に達したとき、60 歳から支給
加入期間 10 年以上の加入者が 60 歳以降に退職したとき、退職時から支給
加入期間 10 年以上の加入者が 65 歳に達したとき、65 歳から支給
支給期間は、5 年、10 年、15 年、20 年から選択可　一時金選択も可
支給期間中死亡⇨残額は遺族に一時金支給
年金額：仮想個人勘定残高の分割払い（年金給付利率による利息付与）

給付の制限 懲戒解雇の場合、給付制限可（事業主には戻せない）

掛金負担
全額事業主負担　　（　）内は標準報酬月額が 30 万円の場合の掛金月額
標 準 掛 金：標準報酬月額の 1.6％　（30 万円× 1.6％ =4,800 円）
事務費掛金：標準報酬月額の 0.25％ （30 万円× 0.25％ = 750 円）

3 年 10 年 支給開始
年齢 60 歳

（注）老齢給付金＊とは年金のこと（年金を一時金として受給することも可）
　　 ＊確定給付企業年金法における名称

支給開始年齢（60 歳）
60 歳以降脱退の場合、脱退（資格喪失）の日の
属する月の翌月から支給

年金化（利息を付けて分割支給）

支給期間 20 年（5,10,15 年選択肢設定）
支給繰下げ申し出
により、年金（老
齢給付金）として
受給可

老齢
給付金

脱退（遺族）一時金

年
金
原
資

（令和 5 年 4 月現在）
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ハタサンサイ
ハンガクツチ
ポラブバ

アポロカフン
カクツイ
ツユクリツク

【詰碁】
《正解》
黒先白死

《解説》黒１か
ら攻め、白２に
黒３、５が好手。
白６には黒７、
９があり、黒11まで白死です。白６で８なら黒a、白６、黒９、
白10、黒bで白死。初手黒２は白１、黒c、白７、黒a、白９、
黒３、白11、黒４、白５でコウになり失敗です。

答　「シュンブン」

解答

出題／五段　山下カズ子

【詰将棋】
《正解》 ▲４三金△２三玉▲３三金△同
玉▲３四銀△２二玉▲３三金△３一玉▲
２三桂△４一玉▲４二金△同玉▲４三銀
成△４一玉▲５二角成まで15手詰め。

《解説》 初め▲４三銀や▲４二金は△２二
玉で続きません。▲４三金から▲３三金
と平凡に迫る手が最善。△同玉に▲３四
銀△２二玉▲３三金とし、△３一玉（△
２一玉は▲４三角成）に▲２三桂と打っ
て△４一玉に▲４二金捨てがトドメで▲
４三銀成から終了します。

持
駒
＝
金
、
金
、
銀

ヒ
ン
ト 

平
凡
が
最
善
。

 
 （ 

10
分
で
三
段
）

香

桂
玉

銀

歩

角

歩歩
歩

123456
一

二

三

四

五

六

黒
先
で
ど
う
な
り
ま
す
か
。

ヒ
ン
ト 

コ
ウ
は
失
敗
で
す
。
無
条

件
で
仕
留
め
て
く
だ
さ
い
。

 
 （ 

10
分
で
初
段
）

出題／五段　伊藤優詩

BA C D E

1 	 毎年５月の第２日曜日は○○の日
2 	 綿毛のような種子が風に乗って飛ぶ
　　春の花
3 	 お花見といったらこの花
4 	 紙幣＝お○○
5 	 立春の後に初めて吹く強い南風は春
　　○○○○
9 	 上司の下で働く人
10	 春眠○○○○を覚えず
11	「ご」と「なな」の間
13	 服などが体にぴったり合うこと
15	 春にスギナの地下茎から生えてくる
　　胞子茎
17	 豆乳を加熱して表面にできた膜を
　　集めた食材
19	 桃○○三年、柿八年

1 	 風にパタパタなびく
3 	 野山に自生するタラの芽やフキノトウ
　　など
6 	 定価から50％オフ
7 	 趣味で畑作業や草花を育てるのは○○
　　いじり
8 	 恋心をしたためた手紙は○○レター
10	 人類を初めて月に着陸させた宇宙船は
　　○○○11号
12	 春に悩まされる人が多い○○○症
14	 パンプスやスニーカー等
16	 5 月ごろから始まる日本の雨期
18	 マウスのボタンをカチッと押すこと
20	 気分転換をすること
21	 チキン＝○○肉

2
9

6 aa

bb

cc 5 3 41
117

10

8

クロスワードの盤面を完成させてください。 
A〜 E に入る言葉を並べてできる言葉は何でしょう？

1 2 3 4 5

6 7

10 8 9

10 11 12 13

14 15

16 17 18 19

20 21
B

C

D

A

E
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基金からのお知らせ

令和４年度の資産運用について

政策的資産構成割合等の変更について

加入事業所数

198 社 時価 2,730 百万円

年金資産額（時価）加入者数
2,350 人

575 人
2,925 人

男子
女子
合計

年金受給者数等
644 人
144 人

・年金
・一時金
（R4.4 〜 R5.3）

○加入者のみなさまへ
・仮想個人勘定残高のお知らせについて
  退職等により加入者資格喪失時に発生する当基金の各種給付の基礎となる額（3 月末までに積み上がった額）の
  お知らせを事業主様を通じ 4 月下旬以降、順次配付を予定しています。
  給付についての詳細は当基金のホームページをご覧ください。

○基金事務担当者さまへ
・新規採用者・退職者の届出をお忘れなく！
  新規採用者や退職者の届出について年金事務所や健康保険組合への届出のほか、当基金にも「資格取得届」や
  「資格喪失届」の提出が別途必要となりますのでご留意ください。

※オルタナティブ資産とは伝統的な投資対象資産である上場株式、債券に対する「代替的（オルタナティブ）」な投資資産の総称です。
　オルタナティブ資産は、伝統的な投資対象である上場株式、債券とは異なるリスク ･ リターン特性を有しており、ポートフォリオ
　（資産種別の組み合わせ）に組み入れることにより運用の効率性の向上及び年金財政の安定に寄与する効果が期待できます。

西日本電気工事企業年金基金の給付水準
（22 歳加入） （単位：千円）

年齢（歳） 加入期間
（年）

付与額
合計

仮想個人勘定残高
（一時金給付額）

支給期間別の年金月額
支給期間 20 年 支給期間 15 年 支給期間 10 年 支給期間 5 年

27 5 288 297 － － － －

32 10 576 616 4.5 5.8 8.4 16.2

42 20 1,152 1,332 8.4 10.8 15.6 30.2

52 30 1,728 2,162 11.7 15.1 21.9 42.2

60 38 2,189 2,921 14.1 18.1 26.2 50.6

65 43 2,477 3,444 16.6 21.4 30.9 59.6

・利息付与率等は全期間にわたり 1.5% となった場合の給付額のモデル　・標準報酬月額は全期間にわたり 30 万円と仮定
・60 歳未満の場合は繰下げ申出を行い 60 歳から受給する年金月額　・60 歳以上の場合は当該年齢から受け取る年金月額

　●当基金の現況●	 （令和 5年 3月 31日現在）

国内債券 国内株式 外国債券 外国株式 オルタナティブ その他資産 短期資産 合　計
27％ 10％ 7％ 10％ 15％ 28％ 3％ 100％

　

変更後の資産構成割合 （中心値）

令和 4年 11月 7日に開催された資産運用委員会において以下の事項が決定しました。
●国内債券の代替としてりそな銀行と三井住友信託銀行のオルタナティブファンドの組入れが決定し、政策的資産
　構成割合が変更されました。

　令和４年度の資産運用については、ロシアのウクライナ侵攻の長期化・世界的な急激なインフレ、日本を除く主要国
の政策金利の引き上げなどにより世界的に株式と債券の相関性が高まり、大変厳しい市場環境となりました。令和５年
３月 31日の当基金全体の修正総合利回りはマイナス 2.23％となり、令和４年度は当年度不足金を計上する見込みで
すが、別途積立金の範囲内であり掛金には影響いたしません。

●その他資産として保有しているマルチアセットファンドについて、りそな銀行の「リスクコントロール型バラン
　スファンド」を減額し、第一生命のマルチアセットファンドの「第２総合口」の採用が決まりました。


